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1-. 木学会第/421111年次学術trn会 (11/l.fU62年 9/J) 

熱科］圧延 II 型 5日はりの履H~tlll け＇モーメントー lllJ$r\!l1系の推定
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1 . はじめに

地震などにより複雑な変動荷重を受ける骨紺構造物の変形性状を評価するためには、はり、はり一柱、そ

れらの接合部における変形特性を把阻する必要がある。木研究ではその一段陛として、熱間圧延H型捐はり

の弾塾性履歴曲げモーメントー曲率関係を教値解析によって推定する方法を検討する。そのために、 まず、

熱ml圧延II型i月により製作されたはり試験1木を用いて、部材断而が班性化するような散しい交番曲げを受け

るII型断而の履歴曲げモーメントー曲串関係を測定した。次に、履歴応カーひずみ関係を推定するために著

者らによって提案された繰り返し塑性モデル 11を単釉応力状腿に適用して、接線剛性法21によって履歴曲げ

モーメントー曲率関係を計抒する。この際、試験休に発生している残留応力および郎材断而各郎の受けたひ

ずみ履歴を考慮している。これらの結果を比較することによって、はり断而郎材の履歴挙動の推定に対する

著者らが提案した繰り返し糾性モデルの有効性を検討する。

2. 実験方法

試験休はSS41によって製作

された熱問圧延 H型渭より切

り出された試験郎と、戟荷用

アームからなる。その形状お

よび寸法を Fig.Iに示す。試

験部の両端には板厚32mmの5日

板を溶1妾によ って取り付け、

試験部と栽荷川アームは高カ

ポルトによ って連結した。戟

荷方法はFig.Iに示す 2点戟

而とし、上下フ ラン ジでのひ

ずみ速度が約 O.OOO!mm/mm/

secとなるように栽荷速度を
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Fig. 1 
昌Specimen and its modelling 
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制御した。試験部の!Ill率は三

断而にそれぞれFig.2のよ う

に貼付したひずみゲージによ

って検出されたひずみをもち

いて、平面保持を仮定して算 I― b -.I 
0。1 2 3 4 

出した。 Fig.3に試験休から STRAIN('/,) 
Fig. 2 Fig.3 Tensile stress-strain 

切り出された J!S5号試験片の Measurement of curvature relations 

引張試験によ って測定された応カーひずみ関係を示す。図中には粋伏点およびヤング率も併せて示した。

3. 数値計算方法

苓者らによ って提案された繰り返し塑性モデルによって推定される履歴応カーひずみ関係を用いて、接線

剛性法によ って履歴曲げモー メントー曲率関係を計抒すする。歎値計・葬においては、以下の仮定を導入した。

①部材断而に直角方向の垂直応力以外の応力成分は無視する。
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②断面の形状は不変である（平面保持の仮定）．

⑪局郎座屈などの不安定現象は生じない。

R残留応力を考慮する。

断面の接線剛性を評1iliするには、断面各部の接線係歎を求め、これを

用いて断面に1l11して積分をする必要がある。本研究では、以下のような

方法によってこの積分を実行した。まず、断面を微小三角形要素に分割

する。そして、接線係歎が要素内で線形に変化するものと仮定し、要素

を情成する三節点での値を用いて各要素に関する積分値を鮒析的に求め

る．そして、この積分値を全要素にわたって総和した。また、本解析は

非ほ形解析であるので、各増分段9皆においてNewlon-Raphson法によって

Mを収束させた。 Fig,qに断而の要素分割
100lMPa) 
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Fig.4 Mesh pattern 

バターンを示す。残留応力分布はFig.S(a)

に示した実削結果を参考にしてFig.5(b)の

ようにモデル化した。用いる繰り返し迎性

モデルに特有の材料特性は、著者らが他の

飲捐の材料試験によって得たものに絡伏点

の値の比を乗じて脩正した。

ll. 推定桔果と実測桔果との比較

断面の強雑まわりの交番曲げを受けた場

合の履歴曲げモーメントー曲率関係に関し

て、実汎LJ結果と推定結果をしてFig.6に示

す．推定結果は実測結果と良好に一致して

おり、著者らが先に提案した繰り返し紐性

モデルによって、はり断面の履歴挙動を良

好な楕度で推定できる可能性のあることが

明らかとなった。しかし、ここで示した推

定桔果は、用いた材料の材料特性を直接用

いていないことに起因する誤差を含んでい

ると考えられる。繰り返し塑性モデルに含

まれる材料特性を求めるためには引張圧縮

試験を実施する必要がある。そして、その

枯果から得られた材料特性を用いることは、

特により複雑な負荷径路についての1佳定精

度の向上に有効であると思われる。素材の

引根圧縮試験によって得られた材料特性を

0
 

0
 
0
 
0
 

5

5

0

 

-

1

 

-100 

-50 

5゚0 

Ort 

100↓ (a)measurements (b)modelling 

Fig.5 Residual str:ess distribution 
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用いての推定ならびに種々の負荷径跨につ -0.2 -0.1 0.1 0. 2 
CURVATURE (1/m) 

いての推定に関しては捐演当日に発表する
Fig.6 Measured and calculated 

予定である。 moment-curvature relations 
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